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１．研究計画の概要
東南アジアの窒素固定菌および菌根菌などの共生

微生物を用いた持続的バイオマス生産とその効率的
変換に関する総合調査研究を、日本及び東南アジア
の研究者が共同して行い、持続的なバイオエネルギ
ー供給と食糧生産の現状と有効利用の実態を明らか
にする。そのことにより、今後のエネルギー・食糧
供給の方策を提案し、国際学術交流の実をあげるこ
とを目的とする。共同調査研究を通して、東南アジ
アに生息する貴重な窒素固定細菌および菌根菌を採
集し、それら微生物株を遺伝系統分類学的に整理し、
土壌環境・地力回復とバイオマス生産との関係を明
らかにする。さらに、窒素固定能の優れた菌株およ
び菌根菌を選別し、有効な有機コンポストを開発す
る。こうした共生微生物利用による化学肥料の消費
削減、持続的バイオマス生産への寄与の度合い、バ
イオエネルギー変換量などを評価する。

２．研究の進捗状況
(1).日本、タイ、マレーシア、インドネシア、フィリ
ッピンおよびベトナムの共生微生物研究者が、それ
ぞれの地域に生息する窒素固定細菌・微細藻類およ
び菌根菌を利用して、土壌環境とバイオマス生産と
の関係を調査・研究した。これら共生微生物を有機
コンポストとともに土壌に添加することにより、イ
ネやマメ科作物を中心とした食糧生産やデンプンや
セルロース資源バイオマス生産およびヤシ油・ジェ
トロファ油の増大につながること、化学肥料の軽減
をもたらすなどの結果を得た。
(2).上記調査研究データーを持ち寄り、平成 20 年度
はタイ国において、21年度はインドネシアにおいて
フィールド調査および調査研究打ち合わせ会議と公
開ワークショップを開催した。平成 22年度は、宮崎
において研究成果発表会および関連国際学会を開催
し、講演・討議及び今後の本プロジェクトの方向に
ついて打ち合わせを行った。南澤ら（東北大）は、

大豆の窒素固定菌および稲の茎より窒素固内生細菌
を探索し、その遺伝的多様性について報告した。Dr.
Teaumroon とDr. Nantakorn（Suranaree 工科大）
はタイ国内の田園に生息するアゾラの窒素固定の利
用について、マレーシアのDr. Nazalan(USM)はマ
レーシアのこの分野の現状及び窒素固定遺伝子につ
いて、Dr. Bayani（UP Los Banos校）は、フィリ
ッピンのジャトロファ油のバイオディーゼル利用と
残差の有機肥料としての有用性について、Dr. Hiep
（カントー大学）は、ベトナムのイネ栽培へのアゾ
スピリナ共生により化学肥料が軽減できること等を
報告した。Ms. Sukiman（LIPI, BIOTECH セン
ター）は、インドネシア西ジャワ島での VA-菌根菌
接種による植林推進と炭素補足量について報告した。
室岡は共生工学の創生について講演した。これら成
果は講演要旨集でまとめた。

３．現在までの達成度
９０％
（理由） 研究分担者及び研究協力者が、本研究を
強力に推進、協力してくれているため。

４．今後の研究の推進方策
主な計画は以下のとおりである。

食糧バイオマス：
マメ科植物根圏の窒素固定菌および稲の茎より窒素
固定エンドファイトを分類する、植物バイオマスの
種類と土壌環境との関連を調査する。研究協力者の
Dr. Teaumroong（Suranaree 工科大）と共同でタイ
国内を調査する。大豆などのマメ科作物生産は研究
協力者のDr. Espiritu（UP Los Banos校BIOTECHセ
ンター）と共同でフィリッピン国内のデーターを調
査する。研究協力者のDr. Hiep（ベトナム、カント
ー大学）との共同でメコン川流域の農業地帯の作物
バイオマスを中心に調査する。
バイオコンポスト、生物農薬：
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採取した共生微生物をバイオコンポストに加えた効
果（研究協力者、Dr. Boonkard, Dr. Espiritu) お
よびファージなどを利用した生物農薬の有効性（研
究分担者、山田）を研究する。
樹木バイオマス：

樹木と共生する菌根菌および窒素固定細菌を探索し、
樹木の種類と土壌環境との関連を調査する。研究協
力者、Dr. Nungtagij（タイ農林省窒素固定センター）
と共同でタイ国内を調査する。Ms. Sukiman（インド
ネシア BIOTECH センター）と共同でジャワ島、スマ
トラ島、カリマンタン島の調査をお願いする。研究
協力者、Dr. Najimudin を中心にマレーシアの熱帯
樹木やパームなどの菌根菌および窒素固定菌とバイ
オマス生産との関連を調べる。USM と共同でマレー
シア国内を調査する。
バイオマスの有効利用：

特にバイオ燃料生産の現状を調査する。（研究分担者、
久松；研究協力者、Dr. Espirituを中心に本年度は
フィリッピンにおいてバイオディーゼル植物を共同
調査する）
各地で採集した窒素固定菌の化学・遺伝分類を日

本の研究代表者および研究分担者の研究室で行う。
菌根菌については、タイの農林省土壌科学部門の研
究センター(研究協力者 Dr. A. Nuntagij)、および
インドネシアの BIOTECH センター(研究協力者 Ms.
Sukiman)において行う。
ワークショップおよび打ち合わせ会議：

東南アジアに適したバイオマス資源を策定し、その
持続的生産の技術開発について討議する。本年度は、
マレーシアにおいてワークショップを行い科研費研
究成果を発表し、共生系利用によるバイオマス生産
のフィールド調査を実施する。すそのため、東南ア
ジアの研究協力者を招請する。ワークショップ中に
打ち合わせ及び最終まとめの会議を行う。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線）
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